様式１


地域づくり支援事業　応募概要（実施計画）
※２～３枚以内にまとめて下さい。
	応募団体名
	（注）フリガナを付す。

	事　　　業　　　名
	

	事業を実施する地域
	（注）都道府県・市区町村名を記入する（フリガナを付す）。

	事業を実施する地域の概要
	（注）事業を実施する地域の状況（震災による被害状況、ボランティア等による活動状況等）を具体的な数値も使って、箇条書きにする。併せて、事業を実施する地域の課題の状況が分かる写真（写真の説明文をつけて）を１～２点、及び地図上に事業を実施する地域を示したものを欄内に貼付する。



	事業の対象分野


	（注）対象分野（例：学童保育、介護・福祉サービスなど）が決まっている場合は、記入する。（複数記入可能。決まっていない場合は、空欄でも良い。）

	事業内容の概要
	（注）事業の目的及び内容を150字以内に要約して記載する。特にアピールする部分にはアンダーラインを付す。



	事業内容
（１）復旧・復興に向けた地域の課題


	（注）震災の影響によるコミュニティに関する地域の課題について記入する。なお、これまで実施した震災復興に向けた活動により、地域の課題が整理できている場合は、その活動内容とそれによって必要と判明した課題について記入する。（例：○○の活動により△△が必要であると判明した。）



	（２）事業内容の案
	 事業① ：　　　

	
	 内容 ：　　

（注）事業内容について、明確なイメージができるよう具体的に記入する。事業内容が抽象的で明確なイメージができないものは、選定が困難となるので注意する。

　　※特定団体等の営利を目的とした活動、少数の限定された人々の利益に繋がる事業は、事業として適当ではないことに注意する。

	
	 事業② ： 

	
	 内容 ： 


	
	 事業③ ： 

	
	 内容 ： 

	（３）的確性
	（注）事業を実施する地域の課題などについて、十分な分析、検討の上で的確に把握し、それを踏まえた事業計画となっていることを説明する。

	（４）適合性


	（注）事業内容が地域づくり支援事業の趣旨に合致していることを説明する。



	（５）有効性
	（注）事業内容が適切であり、事業による効果が十分見込まれることを説明する。

	（６）実現可能性
	（注）事業実施にあたって障害となる重大な制約がなく、事業が実現可能であることを説明する。



	（７）即応性
	（注）速やかに事業を開始できることを説明する。



	（８）コーディネーター及び補助員として雇用を予定する者
	○コーディネーター

　・氏名（漢字、カナ）、性別、生年月日、住所、所属等（活動内容、活動地域）

　　・・・

○補助員

　・氏名（漢字、カナ）、性別、生年月日、住所、所属等（活動内容、活動地域）

　・氏名（漢字、カナ）、性別、生年月日、住所、所属等（活動内容、活動地域）

　・氏名（漢字、カナ）、性別、生年月日、住所、所属等（活動内容、活動地域）
　　・・・

（注）予定者の氏名等を記入。また、括弧内にそれぞれの活動内容、活動地域を簡潔に記入する。



	（９）必要経費

　　　（補助金

要望額）


	（注）金額のみ記入する（内訳は様式３に記載）。


（記入要領）

応募団体名　：・応募団体名をフリガナつきで記入して下さい。

事　業　名　：・事業内容のイメージに合う名前を自由につけて下さい。
事業を実施する地域：・事業を実施する都道府県・市区町村名をフリガナつきで記入して下さい。
事業を実施する地域の概要：・事業を実施する地域の状況（震災による被害状況、ボランティア等による活動状況等）を具体的な数値も使って箇条書きで記入して下さい。なお、これ以外にも事業を実施する地域の特徴で提案いただく事業内容に深く関わるものがあれば記入して下さい。
・事業を実施する地域の被害等の様子が分かる写真１～２点とその説明書き、及び地図上に事業を実施する地域を示したものを、欄内に貼付して下さい。貼付する写真及び地図は可能な限り電子データの画像を貼付する形として下さい。紙の写真及び地図等を貼り付ける場合は、写真及び地図の裏に団体名及び事業名をお書きのうえ、剥がれないように貼付して下さい（写真及び地図の返却はいたしませんのでご了承下さい）。
事業内容の概要：・事業の目的及び内容を150字以内に要約して記載して下さい。特にアピールする部分にはアンダーラインを付して下さい。
事業内容（提案する活動の具体的な内容）
（１）復興に向けた地域の課題：・震災の影響によるコミュニティに関する地域の課題について記入して下さい。

・これまで実施した震災復興に向けた活動により、地域の課題が整理できている場合は、その活動内容とそれによって必要と判明した課題について記入して下さい。
（２）事業内容の案：・事業内容について、明確なイメージができるよう具体的に記入して下さい。事業内容が抽象的で明確なイメージができないものは、選定が困難となるので注意して下さい。

　　　　　　　　　　・いくつかの事業を組み合わせる場合は、事業ごとに詳細を記入して下さい。

・特定団体等の営利を目的とした活動、少数の限定された人々の利益に繋がる事業は、事業として適当ではないことに注意して下さい。

（３）的確性：・事業を実施する地域の課題などについて、十分な分析、検討の上で的確に把握し、それを踏まえた事業計画となっていることを説明して下さい。
（４）適合性：・事業内容が地域づくり支援事業の趣旨に合致していることを説明して下さい。
（５）有効性：・事業内容が適切であり、事業による効果が十分見込まれることを説明して下さい。
（６）実現可能性：・事業実施にあたって障害となる重大な制約がなく、事業が実現可能であることを説明して下さい。
（７）即応性：・速やかに活動を開始できることを説明して下さい。
（８）コーディネーター及び補助員として雇用を予定する者：・コーディネーター及び補助員として雇用を予定する者の氏名等を記載して下さい。また、それぞれの活動内容、活動地域についても、簡潔に記入してください。
（８）必要経費（補助金要望額）：・内訳は様式３に記載していただきますので、金額のみ記入して下さい。









